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１．はじめに
現在のコロナ禍において，遠隔授業の取り組みがさまざまに実施されている。授業形態を考える

と，対面型と遠隔型授業の双方に一長一短があり，どちらにも強み弱みがある。これまでの大学の

教育現場を考えると，対面型の授業については各自の教員が様々な経験を有しており，また教育研

究において知見が集積されてきている。しかしながら，現在のコロナ禍のようなケースは経験する

ことが稀であり，遠隔授業の実施には試行錯誤が必要となっている。また，多くの教員には遠隔授

業の十分な経験はなく，教育研究においても対面型授業と比較すると知見の集積は少ない。このよ

うな教育経験も研究の蓄積も限られた現状において，我々がとるべき方法は，その少ない教育研究

の中の蓄積で活用できそうなものについては，取捨選択しながら参照することであろう。その中の

１つにe−learningや遠隔授業における，言語教育分野のコンピューターソフトの研究蓄積がある。

また，そのような場合における学生の情緒的変化についての知見がある。本稿では，そのような言

語教育の知見を明らかとすることで，現在のコロナ禍の遠隔授業の実施において活用できるであろ

う方策を見出したい。

２．コンピューターを用いた言語教育と情緒的変化
教育の中でコンピューター支援型学習の必要性が議論されている。Ganonkaら（２０１４）のレビ

ュー研究によると，コンピューターを用いた言語教育には一定の成果が認められたという。それに

加え，Carey（２００４）やTsai（２０１９）は，自動音声認識ソフトは発音学習に有効だという。しか

し，これらの研究では自動音声認識ソフトを使用する際の追加のトレーニングの必要性も述べてい

る。したがって，日本の英語の授業で実際にこのような技術を用いた学習が可能であるかは，まだ

議論の余地があり，さらなる研究が求められる。また，昨今の状況を踏まえると，コンピューター

支援型の研究は今後ますます需要が高まっている。

今日，COVID−19のパンデミックの影響により，e−ラーニングの導入が進んでいる。日本を含め

世界の国々では，従来の対面式の授業にかわり，インターネットを用いた遠隔授業が盛んになって

いる。言語の授業も例外ではない。日本では英語でのコミュニケーション能力の向上が求められて
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いるため，英語の教員はe−ラーニングを用いた授業でも発音を取り扱わなければいけない。しか

し，発音教授は，一般的に，言語教師を育成するトレーニングの中でもあまり扱われないため，言

語教師が担当する実際の授業でも発音を取り入れたがらない傾向にあるという（e.g., Derwing &

Munro, 2014）。したがって，コンピューター支援型発音教授法がどのようにe－ラーニングで使用

できるのかを考察する必要がある。残念ながら，日本でもそのような研究はまだ数が少ない。そこ

で，以下では，コンピュター支援型発音教授法と対面型発音教授法の効果を比較することによっ

て，今後どのように発音教授法を授業に取り入れることができるかを提示することとする。

どんなに文法的に正しい文章でも，発音が正しくなければ，ミスコミュニケーションの原因にな

るため，発音はコミュニケーションをする上で非常に大切な役割を果たす（Morley, 1991）。した

がって，言語教育の中では発音は重要である。これまでの研究（e.g., Dlaska & Drekeler, 2008 ; Her-

nandez, 2011 ; Hulstijn, 2005 ; Macdonald, Yule, & Power, 1994 ; Norris & Ortega, 2000）では，明示的

に発音の仕方を教える教授法や訂正フィードバックなど有効な発音教授法の効果が認められた。ま

た，最近の研究ではコンピュター支援型発音教授法，特に自動音声認識ソフトが発音教授に有効で

あると示唆されている。しかし，これまでの研究のほとんどは教授法の有効性を言語能力の発達と

いう一面からしか検証していない。このような一面からの検証では，教授法の有効性を完全に理解

することはできず，また，コンピュター支援型発音教授法と対面型発音教授法を比較することは難

しい。また，言語能力が向上しても学習者の情緒的変化，例えば，話すことへの不安の軽減が認め

られなければ，発話はなかなか生まれない。したがって，教授法の効果を測定するためには情緒的

変化も検証する必要がある。

これに加え，これまでの自動音声認識ソフトを用いた研究では，このような技術を授業の中に容

易に用いることができるかどうかは疑問である。自動音声認識ソフトは，学習者の発話に対して視

覚的フィードバック（例えば，フェオルマント周波数）を与え，学習者がそれに基づいて発話を直

し，学習する。しかし，そのフィードバックを理解するためには特別なトレーニングや周波数に関

する知識が必要である。そのため，実際の授業ではあまり用いられない。したがって，言語講師が

使うことが可能な技術を用いたコンピューター支援型発音教授法に関する取り組みが必要である。

そこで，上記でも述べたように，コンピューター支援型発音教授法と対面型発音教授法の心理的

効果を検証することが必須となる。言語習得のためには，発話をすることが不可欠である。しか

し，発話をするためには発話をする意欲が必要で，その意欲を高めるためには発話に対する不安を

減らす必要がある。言語教授の目的は，学習者の言語能力の向上に加え，そのような情緒的変化を

促すことも目指す必要があるため（MacIntyre & Legatto, 2011），情緒的変化に着目することが不可

欠となる。これまでの研究では，学習者の言語能力の変化だけに着目して教授法の効果を検証して

いるものが多かった。しかし，言語能力の変化は見られなくても，発話に不可欠な情緒的変化があ

れば，その教授法には効果があるといえるはずである。したがって，今後は，これまでの研究では

あまり着目されていない情緒的変化，特に学習者の不安と発音をすることへの自信という点からコ

ンピューター支援型発音教授法と対面型発音教授法の効果を検証する必要があろう。

３．今後の展望
以上，これまで述べてきたような言語教育におけるコンピューターソフトに関連する研究蓄積や

情緒的変化の議論は，言語教育に限らず他の教育分野においても，少なからず援用可能性があると

考えられる。コロナ禍の遠隔授業においては，ズームを用いた授業や，他のオンラインツールを用

いた授業などが考えられる。それらの授業においても，本稿で論じたようなコンピューターソフト
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の研究蓄積や，情緒的変化の議論は参考となる側面が少なからずある。コロナ禍の状況は予断を許

さず，今後もしばらくは続く可能性がある。そのような困難な状況の中で，少しでも教育効果の高

く，かつ，学生が主体性を持って取り組める授業デザインが望まれる。そのようなことを考える上

で，本稿が新しい授業デザインのアイデアを生み出す一助となれば幸いである。
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